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クルーズ船の寄港再開・「飛鳥Ⅱ」の入港について 

 
令 和 ３ 年 ３ 月 1 8 日 
京都舞鶴港クルーズ誘致協議会 
京都府商工労働観光部 
経済交流課（075-414-4844） 
舞鶴市産業振興部産業創造室 
みなと振興・国際交流課 
（ 0 7 7 3 - 6 6 - 1 0 3 7 ） 

 

来る４月３日（土）にクルーズ船「飛鳥Ⅱ」が京都舞鶴港第２ふ頭に入港します。京都舞鶴港

クルーズ誘致協議会では、入港にあわせ、ふ頭での催しを行いますので、是非、御取材いただき

ますようお願いします。 
 

１ 入港概要 

 〇日 時：令和３年４月３日（土）入港：9:00、 出港：17:00 

〇場 所：京都舞鶴港西港第２ふ頭（舞鶴市字松陰） 

 

２ ふ頭での催し 

・入港時（9:00～9：15予定）及び出港時（16：40～17：00予定）

に、太鼓演奏、ゆるキャラによるお出迎え・お見送りなどを実施

予定 

・観光案内所の設置、お土産物の販売等 

 
３ 取材申込 

  ・ふ頭のみの取材となります（船内の取材はできません）。 
  ・別添「ふ頭取材申込書」に必要事項をご記入の上、３月 31日（水）17：00までに京都府

経済交流課まで FAX又は Eメールでお申込みください。 
 

４ 入港にあたっての感染対策 
 ①船社 

  ・（一社）日本外航客船協会「外航クルーズ船事業者の新型コロナウィルス感染予防対策ガ
イドライン」（以下「船舶ガイドライン」という）に基づき実施 

   ＜主な取組＞ 
    ・乗客の事前スクリーニング（ＰＣＲ検査の実施、検温、質問票等） 

    ・船内の予防策の実施 
     （乗客数減、マスク着用・手指消毒の徹底、換気の実施、間隔確保等） 

    ・有症発生時の拡大防止（船医による診療、船内隔離、イベント中止等） 
    ※参考：郵船クルーズＨＰ（飛鳥Ⅱ 新型コロナウイルス感染症対策について）＞ 

     https://www.asukacruise.co.jp/coronavirus_information/ 
 ②京都舞鶴港 

  ・（公社）日本港湾協会「クルーズ船が寄港する旅客ターミナル等における感染拡大予防ガ
イドライン」（以下、「港湾ガイドライン」という）に基づき実施 

（撮影：中村 庸夫） 

裏面あり 

https://www.asukacruise.co.jp/coronavirus_information/
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＜主な取組＞ 
    ・クルーズ船の旅客及び乗組員、受入業務に従事する職員等の感染防止 

    （症状のある者のふ頭への入場回避、マスク着用、列や座席の間隔確保、 
消毒液設置、職員の健康管理等） 

※関係者以外は、ふ頭に入場できません。 
 

＜参考＞ 
 (1) 船概要 

・船名：飛鳥Ⅱ       ・運航会社：郵船クルーズ（株） ・船籍：日本 
・総トン数：50,444トン    ・全長：241ｍ         ・全幅：29.60ｍ 

・乗客定員：872人          
 

(2) コース概要 
・コース名：佐世保発着陽春の金沢・舞鶴クルーズ（６日間） 

・寄 港 地：3/31佐世保～4/1（終日航海）4/2金沢～4/3 舞鶴～4/4(終日航海)～ 
4/5佐世保 

 
 (3) 京都舞鶴港における今後のクルーズ船入港予定 

 船 名 入港日 入港時刻 出港時刻 使用ふ頭 

1 飛鳥Ⅱ 4月３日(土) 9:00 17:00 第２ 

２ 飛鳥Ⅱ 4月 18日(日) 9:00 17:00 第２ 

３ にっぽん丸 5月３日(月) 11:00 18:00 第２ 

４ ぱしふぃっくびいなす ７月 30日(金) 9:00 16:00 第２ 

５ ぱしふぃっくびいなす ８月１日(日) 14:00 16:00 第２ 

   ※ぱしふぃっくびいなすは、京都舞鶴港発着クルーズ 

    使用ふ頭の「第２」は、舞鶴西港第２ふ頭 
 

(4) 京都舞鶴港における寄港受入再開までの経緯等 

時 期 内   容 

令和元年 10月 新型コロナウイルス感染拡大前の最後の寄港 

･･･令和２年はすべての寄港予定がキャンセル 

令和２年 9月 船舶ガイドライン、港湾ガイドラインの発出 

･･･日本船による国内クルーズが対象 

10月～ 太平洋側から順次、運航再開 

･･･感染症対策に係る第三者機関（日本海事協会）の認証取得 

令和３年３月 保健所等を含む関係機関との寄港受入に係る合意形成 

 ･･･船社の感染症対策の確認・港湾ガイドラインに基づく対策実施 

４月～ 寄港再開 

 


